
いらっしゃいませ！私たちが育てた野菜です！いらっしゃいませ！私たちが育てた野菜です！

	 P	2-4	 定例会・決議・補正予算・請願	 P	2-4	 定例会・決議・補正予算・請願
	 P	5-8	 いっぱん質問　　	 P	5-8	 いっぱん質問　　
	 P	 9	 議員の仕事ってなぁに？	 P	 9	 議員の仕事ってなぁに？
	 P	 10	 議会の動き	 P	 10	 議会の動き

2026 年 8月 7日発行

6 月議会報告
定例会

6/15 ～ 23（9日間）

こちらからも
議会だよりが
ご覧いただけます

（佐賀小学校　令和８年７月９日）（佐賀小学校　令和８年７月９日）



第３回第３回
定例会定例会

発
　
　
議

発
　
　
議

▽
上
関
町
に
お
け
る
使
用
済
み
核

燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
建
設
計
画
に

反
対
す
る
決
議

▼
３
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
。

専
決
処
分
の
承
認

専
決
処
分
の
承
認

▽
平
生
町
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
関
連
す
る
法
律
等
の
改
正
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
に

執
行
を
要
す
る
も
の
。

▽
平
生
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
関
連
す
る
法
律
等
の
改
正
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
に

執
行
を
要
す
る
も
の
。

補
正
予
算

補
正
予
算

▽
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

▼
交
付
金
交
付
要
綱
の
改
正
に
よ

る
補
助
基
準
額
の
引
き
上
げ
。

３
２
６
万
４
千
円

▽
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
集
合
訓
練
参

加▼
災
害
派
遣
ト
イ
レ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
集
合
訓
練
。
京
都
府
亀
岡
運

動
公
園
（
西
日
本
地
区
）
集
合
。

９
月
24
日
か
ら
３
日
間
。15

万
４
千
円

▽
学
校
の
屋
内
運
動
場
に
設
置
す

る
移
動
式
冷
房
機
器
の
レ
ン
タ
ル

▼
佐
賀
小
・
平
生
小
・
平
生
中
の

体
育
館
に
設
置
。１

３
３
万
２
千
円

条
　
　
　
例

条
　
　
　
例

▽
地
域
再
生
法
に
係
る
固
定
資
産

税
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
事
業
者
が
作
成
す
る
整
備
計
画

の
認
定
期
限
を
２
年
間
延
長
す
る

も
の
。

事
　
　
　
件

事
　
　
　
件

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
変
更
）

▼
平
生
町
体
育
館
改
修
工
事
の
変

更
。
経
年
劣
化
し
て
い
る
た
め
体

育
館
裏
ス
テ
ー
ジ
横
の
出
入
口
扉

を
追
加
で
改
修
す
る
も
の
。

追
加
１
５
０
万
９
，
２
０
０
円

▽
物
品
の
買
入
れ
に
つ
い
て

▼
小
中
学
校
（
教
職
員
含
）
で
使

用
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
用
端

末
（
レ
ノ
ボ
社
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ

ク
）
６
９
２
台
。

３
，
８
０
６
万
円

 

▽
物
品
の
買
入
れ
に
つ
い
て

▼
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
１

台

１
，
６
４
７
万
８
千
円

請
　
　
　
願

請
　
　
　
願

▽
上
関
町
に
お
け
る
中
間
貯
蔵
施

設
設
置
に
つ
い
て
事
業
者
及
び
国

か
ら
説
明
を
求
め
る
請
願

▼
町
長
か
ら
事
業
者
及
び
国
に
対

し
、
正
確
か
つ
詳
細
で
責
任
あ
る

説
明
を
行
う
よ
う
、
強
く
求
め
る

よ
う
請
願
す
る
も
の
。

４
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
。

同
　
　
　
意

同
　
　
　
意

▽
平
生
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

▼
３
年
任
期
の
６
名
の
任
命
に
つ

い
て
同
意
。報

　
　
　
告

報
　
　
　
告

▽
令
和
７
年
度
平
生
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
額
の
報
告
に
つ

い
て

▼
総
務
管
理
費
、
児
童
福
祉
費
、

農
業
費
、
水
産
業
費
、
道
路
橋
梁

費
、
保
健
体
育
費
の
一
部
を
、
令

和
８
年
度
へ
繰
り
越
す
こ
と
と
な

っ
た
。合

計
３
億
４
，
７
８
４
万
円

▽
令
和
７
年
度
平
生
町
下
水
道
事

業
会
計
予
算
繰
越
額
に
つ
い
て

▼
下
水
道
事
業
会
計
の
一
部
を
、

令
和
８
年
度
へ
繰
り
越
す
こ
と
と

な
っ
た
。

合
計
５
，
９
９
０
万
円

令
和
８
年
第
３
回
平
生
町
議
会
定
例
会
が
、
６

月
15
日
か
ら
23
日
ま
で
の
９
日
間
の
日
程
で
開

か
れ
ま
し
た
。
発
議
１
件
、
承
認
２
件
、
補
正

予
算
１
件
、
条
例
１
件
、
事
件
３
件
、
同
意
６

件
、
請
願
１
件
が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
３
ペ
ー
ジ
下
段
に
掲

載
。
ま
た
、
報
告
２
件
も
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

移動式冷房機器

クロームブック
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　上関町で計画されている使用済み核燃料の中間貯蔵施設は、原子力発電所の使用済み核燃料を50年
保管するとされている。しかし、使用済み核燃料を再処理してプルトニウムやウランを取り出す「核燃
料サイクル」の実現が見通せない現状において、中間貯蔵施設からの搬出先がないことは現時点で明ら
かであり、「最終貯蔵施設」になる可能性が極めて高い。

　使用済み核燃料は極めて高い放射線を持つ危険な物質であり、もし、中間貯蔵施設やその運搬経路に
おいて事故やその他の不測の事態が生じれば、上関町民はもとより、隣接する平生町を含む周辺市町、
山口県、さらには瀬戸内海一帯の住民の生命、財産、そして平穏な暮らしを脅かすものである。これほ
ど広範な地域に影響を及ぼす重大な問題を、上関町単独で判断し進めることは、町民の生命と安全を守
る責任、そして平生町の未来を次世代へ引き継ぐ責任という観点から到底容認できるものではない。

　町民に選ばれた代表として子どもたちの未来を守り、住民の不安を取り除き、誰もが安心して暮らせ
る生活環境を次の世代に引き継ぐことは、私たち議員の極めて重要かつ当然の責務である。

　よって、平生町議会は、上関町における使用済み核燃料中間貯蔵施設の建設計画に反対することを、
ここに決議する。

原
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
決
議
案
本
文
（
原
文
の
ま
ま
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：賛成　●：賛成しない
令和 8年第 3回平生町議会　定例会採決結果

★賛否同数の場合は中村武央議長が決することになります。

原　
　
真
紀

長
尾　
忠
明

中
村　
一
幸

中
本　
敦
子

中
川　
裕
之

河
藤　
泰
明

岩
本
ひ
ろ
子

河
内
山
宏
充

平
岡　
正
一

細
田
留
美
子

採
決
結
果

発議第 1号 上関町における使用済み核燃料中間貯蔵施設建
設計画に反対する決議 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 否決

議案第 25号 令和８年度平生町一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 26号 地域再生法に係る固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 27号 工事請負契約の締結について (変更 )平生町体育館改修工事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 28号 物品の買入れについてGIGAスクール用端末 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 29号 物品の買入れについて小型動力ポンプ付積載車 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請願第 1号 上関町における中間貯蔵施設設置について事業
者及び国から説明を求める請願 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

提出議案と主な内容
議　員　名

反
対
討
論
（
要
旨
）

　
数
値
や
文
言
・
内
容
に
つ
い
て

裏
づ
け
を
取
り
、
適
切
な
方
法
で

町
民
に
対
し
て
正
確
に
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
誤
解
を
招
く
よ

う
な
こ
と
は
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
の
安
全
や
未

来
を
憂
慮
す
る
提
案
議
員
の
動
機

は
理
解
で
き
る
が
、
他
自
治
体
の

固
有
の
事
務
に
対
す
る
不
当
な
介

入
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
に
反
す

る
。
ま
た
、
議
決
機
関
と
し
て
の

判
断
材
料
が
著
し
く
不
足
し
て
お

り
、
時
期
尚
早
で
あ
る
。

　
平
生
町
議
会
は
こ
れ
ま
で
上
関

原
発
問
題
で
建
設
促
進
・
反
対
を

求
め
る
陳
情
計
５
件
を
全
会
一
致

で
不
採
択
と
し
、
他
町
の
政
策

に
意
思
表
示
は
し
て
き
て
な
い
。

今
回
も
同
様
の
立
場
を
堅
持
す
べ

き
。

　
ま
た
、
憲
法
の
地
方
自
治
の
規

定
か
ら
も
、
他
の
自
治
体
の
自
治

権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

河
藤
泰
明
議
員

河
内
山
宏
充
議
員

平
岡
正
一
議
員
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主
だ
っ
た
質
疑

質 �

議
案
第
26
号
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
と
、
期
間
を
２
年
延
長
す
る

こ
と
で
町
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答 �

実
績
は
な
い
が
、
本
社
機
能
の
移
転

を
考
え
て
い
る
企
業
に
向
け
て
、
本

町
も
選
択
肢
と
な
る
こ
と
が
メ
リ
ッ

ト
の
一
つ
に
な
る
。

質 �

議
案
27
号
に
つ
い
て
、
変
更
に
い
た

っ
た
理
由
と
繰
越
し
は
当
初
か
ら
見

込
ん
だ
も
の
か
。

答 �

改
修
工
事
に
伴
う
施
設
全
体
の
点
検

の
中
で
、
経
年
劣
化
に
よ
る
腐
食
が

著
し
く
、
防
犯
上
支
障
を
き
た
す
状

況
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た

め
。
繰
越
し
は
工
事
の
中
で
手
戻
り

な
ど
が
あ
る
こ
と
を
見
込
ん
だ
も

の
。

　
本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
案
件

の
審
査
を
６
月
17
日
に
行
い
、
全

て
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
と
な

り
ま
し
た
。

　
本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
案
件

の
審
査
を
６
月
18
日
に
行
い
、
発

議
は
、
全
会
一
致
で
否
決
す
べ

き
、
議
案
は
、
全
て
全
会
一
致
で

可
決
す
べ
き
と
な
り
ま
し
た
。
請

願
は
賛
成
多
数
で
採
択
す
べ
き
と

な
り
ま
し
た
。

上
関
町
に
お
け
る
中
間
貯
蔵
施
設

設
置
に
つ
い
て
事
業
者
及
び
国
か

ら
の
説
明
を
求
め
る
請
願

(

主
旨)

上
関
町
に
お
け
る
使
用
済

燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
設
置
に
つ

い
て
、
平
生
町
長
か
ら
事
業
者
及

び
国
に
対
し
、
正
確
か
つ
詳
細
で

責
任
あ
る
説
明
を
行
う
よ
う
、
強

く
求
め
て
い
た
だ
く
よ
う
請
願
し

ま
す
。
（
平
生
町
商
工
会
）

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

　
産
業
文
教
常
任
委
員
会

　
産
業
文
教
常
任
委
員
会

　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

主
だ
っ
た
質
疑

質 �

発
議
第
１
号
に
つ
い
て
標
題
に
「
使

用
済
み
燃
料
」
で
は
な
く
、
「
使
用

済
み
核
燃
料
」
と
し
た
理
由
は
何

か
。

答 �
原
子
力
発
電
で
使
用
さ
れ
た
後
の
放

射
能
を
含
む
使
用
済
み
核
燃
料
と
認

識
し
て
い
る
た
め
。

質 �

上
関
町
に
お
け
る
中
間
貯
蔵
施
設
に

関
す
る
事
案
が
、
地
方
自
治
法
上
の

本
町
の
事
務
に
含
ま
れ
る
と
す
る
判

断
が
あ
っ
た
の
か
。

答 �

町
民
の
生
命
、
財
産
、
暮
ら
し
に
直

接
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、

町
民
の
安
全
を
守
る
こ
と
は
権
限
外

だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

質 �

ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
導
入
後
の
支
援
実

績
及
び
訓
練
に
あ
た
っ
て
期
待
す
る

デ
ー
タ
収
集
は
何
か
。

答 �

納
車
後
の
支
援
実
績
は
な
い
。
こ
の

訓
練
を
機
会
に
長
距
離
移
動
に
お
け

る
車
両
性
能
及
び
運
転
者
の
疲
労

度
、
現
場
で
の
各
自
治
体
の
工
夫
な

ど
の
情
報
収
集
・
情
報
交
換
を
期
待

し
て
い
る
。

反
対
討
論

 

　

説
明
を
求
め
る
と
い
う
体
裁
を
議
会

と
し
て
採
択
す
る
こ
と
は
、
説
明
次
第

で
は
、
賛
成
も
あ
り
得
る
と
い
う
姿
勢

を
町
議
会
と
し
て
公
式
に
示
す
こ
と
に

な
る
。

（
原
真
紀
議
員
）

賛
成
討
論

 

　

住
民
が
適
切
に
判
断
す
る
た
め
の
情

報
提
供
と
十
分
な
議
論
の
場
を
求
め
て

い
る
極
め
て
理
性
的
か
つ
穏
当
な
内
容

で
あ
る
。

（
河
内
山
宏
充
議
員
）

賛
成
討
論

 

　

原
子
力
政
策
は
広
範
囲
に
影
響
が
あ

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
い
ろ
ん
な
立
場

で
勉
強
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
平
岡
正
一
議
員
）

議員研修報告
受講日 研修内容 受講者

4月20～21日 対話と挑戦で切り開く自治体経営 河内山宏充
中川裕之

4月22～24日 過去の災害の教訓をこれからに活かすために
災害時・復旧・復興期の執行機関の取組み 河藤泰明

5月14～15日 地域共生社会の課題と展望
孤立を生まない地域づくり

平岡正一
細田留美子
原真紀

5月18～19日 自治体決算の基本と実践 中村一幸
長尾忠明

場所：JIAM全国市町村国際文化研修所
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が聞きたいが聞きたいここい 質ぱ んっ 問

　
２
期
目
の
任
期
も
あ
と

半
年
と
な
っ
た
。

　
国
難
の
中
、
多
く
の
事

業
に
取
り
組
み
、
町
民
の

幸
せ
の
た
め
、
尽
力
さ
れ

た
。

　
議
会
に
対
し
て
、
い
つ

も
笑
顔
で
説
明
し
て
き

た
。　

　
今
日
ま
で
の
総
括
と
、

残
り
半
年
へ
の
思
い
、
そ

し
て
、
そ
の
先
へ
の
決
意

を
問
う
。

　
ま
た
、
少
な
く
な
い
町

民
の
方
が
、
体
調
面
を
心

配
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

　

今
日
の
高
齢
者
は
多
様

化
し
て
い
る
。
学
び
や
健

康
づ
く
り
に
意
欲
あ
る
高

齢
者
は
多
く
、
人
生
１
０

０
年
時
代
に
お
い
て
生
涯

に
わ
た
る
学
習
機
会
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て

有
益
で
あ
る
。

①
豊
か
な
長
寿
命
社
会
を

築
く
拠
点
と
し
て
学
ぶ
場

で
あ
る
「
高
齢
者
学
級
」

を
設
け
て
は
ど
う
か
。

②
自
分
の
健
康
状
態
を
記

録
し
て
、
自
主
的
な
健
康

管
理
を
行
う
た
め
の
「
健

康
手
帳
」
を
配
布
し
て
は

ど
う
か
。

③
現
行
の
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
乗
車
費
用
の
補
助
制
度

の
条
件
を
緩
和
し
、
誰
も

が
健
康
で
活
発
に
社
会
参

加
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
新
た
な

　
二
期
目
は
「
み
ん
な
が

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
」

で
四
本
柱
を
公
約
に
掲
げ

た
。

　
そ
の
中
で
も
地
域
防
災

力
の
強
化
に
向
け
て
平
生

町
防
災
公
園
等
整
備
に
着

手
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
ト
イ
レ

の
導
入
に
力
を
入
れ
た
。

　
喫
緊
の
課
題
が
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え

る
と
三
期
目
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

　
健
康
面
で
は
、
先
日
病

院
で
受
け
た
検
査
の
結
果

は
良
好
で
あ
っ
た
。

　
高
齢
化
社
会
に
お
い
て

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。

①
高
齢
者
学
級
に
関
す
る

こ
と
は
、
生
涯
学
習
ま
ち

づ
く
り
出
前
講
座
の
開
催

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
も
多
彩
な
講
座
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。

②
「
健
康
手
帳
」
の
配
布

は
行
っ
て
い
な
い
。 

③
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
外
出
支
援
と

し
て
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
共

通
助
成
券
を
交
付
し
て
い

る
。
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し

て
地
域
住
民
と
行
政
と
協

働
し
て
取
組
む
お
出
か
け

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
10
月
か
ら
は
、
公
共

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
実
証
運
行

事
業
を
開
始
す
る
予
定
。

質
問

質
問

答
弁
　
町
　
長

答
弁
　
町
　
長

「
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
は
で
き
な
い
か
。

三期目を目指す浅本町長
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河
かわ

藤
ふじ

　泰
やす

明
あき

 議員

岩
いわ

本
もと

　ひろ子
こ

 議員

質問  ぬくもりある平生町の今とこれからについて

質問  高齢者対策について
答弁  環境を整えていく

答弁  課題解決のため 3 期目を目指す



原
はら

　真
ま

紀
き

 議員

農
業
振
興
と
地
産
地
消
に

つ
い
て

①
田
布
施
町
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
と
の
共
同
調
理
移

行
に
伴
う
、
ひ
ら
お
特
産

品
セ
ン
タ
ー
の
売
上
や
地

場
産
食
材
使
用
割
合
へ
の

影
響
と
地
産
地
消
維
持
へ

の
対
応
は
。

②
平
生
町
産
イ
タ
リ
ア
野

菜
の
学
校
給
食
活
用
や
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
マ
ッ

プ
登
録
は
で
き
な
い
か
。

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

学
校
給
食
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
配
置
し
、
農

業
振
興
と
イ
タ
リ
ア
野
菜

の
生
産
拡
大
に
特
化
し
た

募
集
・
活
用
を
検
討
で
き

な
い
か
。

　
上
関
町
の
使
用
済
み
核

燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
計
画

に
つ
い
て
、
町
長
の
姿
勢

を
問
う
。

①
柳
井
市
・
田
布
施
町
・

周
防
大
島
町
と
の
１
市
３

町
首
長
会
議
の
開
催
状
況

と
協
議
内
容
は
。

②
国
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
訪
問
の
具
体
的
な
予
定

③
事
業
者
の
事
業
計
画
提

示
を
待
つ
と
す
る
町
長
の

方
針
の
理
由
は
。

④
推
進
・
慎
重
双
方
の
立

場
に
よ
る
住
民
向
け
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
検
討
状

況
と
住
民
の
不
安
に
対
す

る
町
の
対
応
状
況
に
つ
い

て
。再

質
問

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

に
つ
い
て
１
市
３
町
で
の

開
催
が
無
理
な
ら
、
平
生

町
単
独
で
開
催
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

質
問

質
問
　

答
弁
　
町
　
長

答
弁
　
町
　
長

・水道の高料金対策、県への要望は
その他の質問

①
ひ
ら
お
特
産
品
セ
ン

タ
ー
全
体
の
年
間
売
上

の
内
、
学
校
給
食
へ
は
、

令
和
６
年
度
決
算
で
1

０
６
万
円
２
千
円
で
あ

る
。
維
持
に
つ
い
て
は

セ
ン
タ
ー
機
能
強
化
に

向
け
関
係
者
と
話
し
合

い
な
が
ら
支
援
策
を
検

討
し
て
い
く
。

②
活
用
に
つ
い
て
は
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
需

要
に
合
わ
せ
た
作
付
け

や
生
産
者
間
の
連
携
が

必
要
。

　

マ
ッ
プ
登
録
は
貴
重

な
提
案
と
受
止
め
る
。

③
協
力
隊
員
の
募
集
で

は
3
年
後
の
定
住
を
見

据
え
た
受
入
れ
体
制
の

整
備
が
必
要
、
今
後
の

研
究
課
題
と
し
た
い
。

答
弁
　
教
育
長

②
学
校
給
食
の
持
続
可

能
な
食
材
と
し
て
提
供

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
田

布
施
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
取
組
む
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

に
つ
い
て
も
関
係
課
と

連
携
し
な
が
ら
地
域
に

お
い
て
理
解
や
機
運
の

醸
成
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

①
首
長
会
議
の
開
催
は

要
請
し
て
い
る
が
開
催

に
い
た
っ
て
い
な
い
。

②
具
体
的
な
予
定
は
な

い
。

③
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

に
訪
問
す
る
際
、
事
業

計
画
が
示
さ
れ
て
い
な

い
と
具
体
的
な
話
と
な

ら
な
い
た
め
。

④
町
民
の
不
安
や
懸
念

に
対
応
し
て
い
く
こ
と

は
重
要
だ
。

　

首
長
会
議
に
提
案
し

た
い
と
考
え
て
い
る
が

会
議
が
開
催
さ
れ
て
い

な
い
。

再
答
弁
　

　

首
長
会
議
で
提
案
し

た
い
が
、
平
生
町
単
独

で
も
や
っ
て
い
く
方
向

で
検
討
し
て
い
く
。

平生町の三ツ星野菜ブランド
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質問  学校給食コーディネーターの配置を検討すべきでは

質問  住民向けシンポジウムの開催予定は

答弁  今後の研究課題としたい

答弁  やっていく方向で検討



　
国
は
男
女
共
同
参
画
基

本
法
で
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

を
、
21
世
紀
の
社
会
を
決

定
す
る
最
重
要
課
題
と
し

て
い
る
。

　
平
生
町
で
も
人
口
減
少

や
地
域
の
衰
退
が
止
ま
ら

な
い
中
、重
要
な
課
題
だ
。

　
居
心
地
の
良
い
町
に
す

る
た
め
、
こ
の
社
会
作
り

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
第

五
次
平
生
町
総
合
計
画
で

の
位
置
づ
け
を
聞
く
。

　
第
四
次
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
で
重
点
目
標
を
８

つ
示
し
て
い
る
。
そ
の
進

捗
状
況
を
聞
く
。

　
政
府
は
、
２
０
２
５
年

に
女
性
版
骨
太
方
針
で
、

女
性
に
選
ば
れ
女
性
が
活

躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

求
め
て
い
る
。

　
来
年
度
か
ら
第
五
次
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
方

針
を
た
ず
ね
る
。

再
質
問

　

県
は
、
各
事
業
者
を

回
っ
て
啓
発
に
努
め
て
い

る
。
平
生
町
と
し
て
の
取

組
み
は
ど
う
か
。

　
核
家
族
化
や
未
婚
率
の

上
昇
、
平
均
寿
命
の
伸
長

な
ど
に
よ
り
独
居
高
齢
者

が
全
国
的
に
増
え
て
い

る
。

　
町
内
で
は
２
０
０
０
年

に
高
齢
者
夫
婦
世
帯
が
６

４
８
世
帯
、
単
身
世
帯
が

５
１
７
世
帯
で
あ
っ
た
。

　
２
０
２
０
年
に
は
前
者

が
９
６
８
世
帯
、
後
者
が

８
１
９
世
帯
と
な
っ
て
い

る
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
て
い
く
中
、
孤
立

し
て
い
く
お
年
寄
り
が
増

え
る
の
で
は
と
心
配
し
て

い
る
。
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
支
援
の
現
状
と
課
題

を
質
問
す
る
。

　

次
に
介
護
を
す
る
側

（
ケ
ア
ラ
ー
）
へ
の
支
援

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を

聞
く
。

　
毎
年
10
万
人
の
介
護
離

職
者
や
介
護
者
の
健
康
問

題
、
周
囲
に
助
け
を
求
め

る
の
が
不
得
手
な
男
性
介

護
者
の
起
こ
す
事
件
な
ど

多
く
の
問
題
が
あ
る
。
支

援
が
急
が
れ
る
が
町
内
の

現
状
と
課
題
を
た
ず
ね

る
。

　
町
で
は
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
支
援
と
し
て
見
守

り
体
制
の
構
築
、
緊
急
通

信
シ
ス
テ
ム
の
貸
出
し
、

権
利
擁
護
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。

　
国
は
、
身
寄
り
の
な
い

高
齢
者
の
困
り
事
を
包
括

的
に
解
決
す
る
た
め
、
相

談
窓
口
の
整
備
や
死
後
事

務
ま
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し

た
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
。

　
今
年
度
、
町
で
は
、
個

別
支
援
で
家
庭
訪
問
を
実

施
し
て
お
り
、
積
極
的
に

情
報
を
届
け
る
プ
ッ
シ
ュ

型
支
援
な
ど
本
町
の
実
情

に
即
し
た
在
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

　
介
護
者
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
は
相
談
が
入
っ
た

場
合
、
関
係
各
課
で
情
報

を
共
有
し
早
急
な
家
庭
訪

問
を
実
施
し
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
国
は
、
ケ
ア
ラ
ー
に
つ

い
て
現
状
を
調
査
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
状
況
を
踏

ま
え
て
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
第
五
次
総
合
計
画
で
は

本
町
の
行
財
政
施
策
の
基

本
的
な
方
向
と
し
て
定
め

る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目

標
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
第
四
次
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
で
は
女
性
活
躍
推

進
の
目
標
値
を
設
定
。

　
審
議
会
の
女
性
委
員
の

割
合
は
令
和
７
年
度
の
目

標
値
25
．０
％
に
対
し
同
年

に
30
．７
％
。

　

町
職
員
の
管
理
職
の
目

標
15
．０
％
に
対
し
令
和
８

年
４
月
現
在
26
．７
％
と

順
調
に
増
加
し
て
い
る
。

他
の
指
標
は
本
年
８
月
前

後
に
予
定
し
て
い
る
住
民

意
識
調
査
で
判
断
す
る
。

　
第
五
次
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
の
方
向
性
は
国
・

県
の
計
画
を
踏
ま
え
、
人

口
減
少
や
少
子
化
対
策
・

地
域
活
性
化
に
直
結
す
る

施
策
を
重
点
的
に
検
討
し

限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
も

実
効
的
な
プ
ラ
ン
策
定
を

予
定
し
て
い
る
。

再
答
弁
　

　
各
事
業
者
に
も
周
知
徹

底
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

要
請
し
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

答
弁
　
町
　
長

答
弁
　
町
　
長

細
ほそ

田
だ

　留
る

美
み

子
こ

 議員
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質問  単身高齢世帯とケアラーの現状と課題は

質問  女性に選ばれ 女性が活躍できる町に

答弁  国の調査を基に検討していく

答弁  効果的なプランを策定



　
本
町
で
は
高
齢
者
向
け

予
防
教
室
は
盛
ん
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。
一
方
一
人

で
ま
た
は
家
族
と
協
力
し

な
が
ら
体
力
、
能
力
に
合

わ
せ
た
運
動
に
取
り
組
み

た
い
と
の
希
望
の
声
も
あ

る
。
家
の
周
り
を
歩
く
場

所
は
デ
コ
ボ
コ
道
で
坂
道

で
は
行
き
帰
り
に
く
た
び

れ
、
長
く
続
か
な
い
。
例

え
ば
曽
根
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
側
の
桜
の
木
の
あ
る

公
園
の
一
角
に
歩
き
良
い

場
所
を
設
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
杖
の
利
用
者
で
も
、
老

人
カ
ー
を
押
し
な
が
ら
で

も
自
然
の
中
で
歩
く
こ
と

が
出
来
れ
ば
嬉
し
い
。
検

討
で
き
な
い
か
。

　

今
、
熱
中
症
対
策
で

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

を
行
政
や
企
業
な
ど
が
協

力
し
て
い
る
。
店
内
を
気

兼
ね
な
く
歩
け
る
こ
と

は
、
健
康
作
り
に
良
く
助

か
っ
て
い
る
。

　

企
業
へ
の
感
謝
を
含

め
、
声
か
け
は
で
き
な
い

か
。

　
平
生
町
は
自
然
の
山
や

川
、
風
景
な
ど
の
眺
め
が

美
し
く
人
々
の
心
を
惹
き

つ
け
る
良
さ
が
あ
る
。

　
現
在
は
、
農
地
は
荒
廃

し
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加

し
て
、
人
口
減
少
、
空
き

家
、
山
や
川
も
放
置
さ
れ

て
い
る
。
十
数
年
前
か
ら

要
望
し
て
い
る
基
盤
整
備

も
進
ま
ず
、
農
業
者
の
体

力
も
減
少
し
、
２
、
３
軒

で
は
ど
う
に
も
で
き
な

い
。
長
年
関
わ
っ
て
い
る

行
政
は
こ
の
状
況
を
十
分

に
把
握
し
て
い
る
は
ず
。

過
疎
化
を
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
す
る
の
か
。
太
陽
光
の

ま
ち
に
す
る
の
か
。
現
時

点
で
の
農
業
の
方
針
を
訪

ね
る
。

　
ま
た
全
国
で
熊
の
出
没

が
相
次
い
で
近
隣
で
は
柳

井
市
で
も
出
没
し
た
。
出

没
し
て
か
ら
で
の
対
応
で

は
遅
く
、
対
策
や
身
を
守

る
心
構
え
も
必
要
。
新
た

な
自
然
災
害
と
し
て
県
に

も
呼
び
か
け
る
な
ど
熊
対

策
に
つ
い
て
問
う
。

　
お
尋
ね
の
新
規
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
設
置
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
と
と
も
に
町

の
財
政
を
踏
ま
え
て
検
討

が
必
要
で
あ
る
。　

　
町
民
の
健
康
推
進
の
手

段
は
色
々
あ
る
が
、
屋
外

で
の
活
動
は
困
難
な
場
合

も
あ
る
。

　
令
和
７
年
度
の
第
４
次

平
生
町
健
康
づ
く
り
計
画

に
お
い
て
、
今
よ
り
10
分

多
く
体
を
動
か
す
プ
ラ

ス
・
テ
ン
運
動
を
進
め
て

い
る
。

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
く
。

　
本
町
の
豊
か
な
自
然
や

美
し
い
景
色
を
守
り
継
承

し
て
い
く
こ
と
は
大
き
な

地
域
課
題
で
あ
る
。
耕
作

放
棄
地
対
策
に
は
、
農
業

振
興
対
策
事
業
補
助
金
で

草
刈
り
な
ど
の
経
費
助
成

や
農
業
継
承
の
維
持
管
理

を
支
援
し
て
い
る
。
担
い

手
確
保
で
は
担
い
手
と
な

る
方
の
支
援
を
す
る
と
と

も
に
維
持
可
能
な
農
業
経

営
を
支
援
す
る
。

　
次
に
有
害
獣
対
策
の
熊

だ
が
出
没
情
報
、
注
意
喚

起
に
つ
い
て
住
民
に
発
信

す
る
体
制
を
整
え
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
て
い
る
。

　
県
や
関
係
機
関
と
連
携

し
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講

じ
て
住
民
の
生
命
財
産
を

守
る
対
応
を
し
て
い
く
。

答
弁
　
町
　
長

質
問

答
弁
　
町
　
長

質
問
　

　
教
育
長

中
なか

本
もと

　敦
あつ

子
こ

 議員

自然の中を歩きたい

残したい風景
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質問  町民の声に考えさせられる事例を問う

質問  平生町の変わりゆく風景、今後の予想図は

答弁  町民のニーズを把握し、支援する

答弁  維持可能な支援をする



町議会議員を
選挙で選ぶ

町長を
選挙で選ぶ

町民のための
仕事をする

議会で話し合って
ほしいことを
お願いする

報告する

議決権 執行権

選挙権

町民のためになる
いろいろなことを
決める

議会で決定した
ことを実行する

国や県に
要望する

国や県に
要望する

賛成・反対を決めて町長に伝える

予算や条例などを提案する

議員が普段やっていることは？
　町長の提案に意見したり、町民の声や意見
を反映させ、審議の過程で様々な意見を出し
合います。

「町民の声を行政の施策に反映させ、税金の使
われ方を監視する」こと。
　主な公務として定例会や委員会があり、行
政と公式な場で慎重に審議し、賛成・反対を
決めます。
　町独自の法律（条例）を提案することも、
仕事のひとつです。
　その他に町民の声を確認したり近隣市町・
関係各所の調査などを行い、議会で話し合う
ための準備を行います。

どのように働いているの？
議会活動
　定例会（年 4 回）や各委員会など、行政と
公式に話し合う場（公務）が、議員平均で年
間 44 日である。社会情勢により臨時会の開
催があれば出席をする。その他に、議会で話
し合うために必要な準備があり、これは役割
によりばらつきがある。
議員活動
　各議員研修に出席、行政視察、委員会研修
などへ出席。個別に議会報告会を開いたり、
活動報告書を作成し配布する。町民の相談を
聞くなど。

町民

町長町議会

議会に対するお問い合わせは議会事務局まで

9月・12月の議会だよりでは、町議会議員選挙について特集をします。

議員の仕事議員の仕事ってなぁにってなぁに？？議員の仕事議員の仕事ってなぁにってなぁに？？
18 歳から選挙権が与え
られ、投票ができます。
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お詫びと訂正
　平生町議会だより第１８０号（４月 24日発行）の掲載記事に
誤りがありました。
　なお、ホームページ上の PDF版は訂正後の記事を掲載してい
ます。

訂正箇所 誤 正

２ページ上段
令和８年度予算総額

合計110億2,222万7千円を
可決

合計116億36万6千円を
可決

3 月 6 ～ 18 日　令和８年　第２回定例会
	 3 月	 6 日 議会広報広聴調査特別委員会
	 3 月	23 日 議会広報広聴調査特別委員会
	 3 月	26 日 議会広報広聴調査特別委員会
	 3 月	27 日 第 1 回熊南総合事務組合議会
	 3 月	27 日 柳井地区広域消防組合議会第１回臨時会
	 4 月	 6 日 議会広報広聴調査特別委員会
	 4 月	14 日 議会広報広聴調査特別委員会
	 6 月	 3 日 議会全員協議会

　
平
生
町
議
会
６
月
定
例
会
が
開

か
れ
９
日
間
の
日
程
で
23
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。

　
地
方
議
会
は
国
の
仕
組
み
と
は

異
な
り
二
元
代
表
制
で
す
。

　

議
会
を
形
成
す
る
議
員
は
基

本
的
に
は
同
じ
ス
タ
ン
ス
で
同

じ
志
を
持
っ
て
町
執
行
部
と
相

対
し
て
粛
々
と
責
任
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
議
会
で
15
年
ぶ
り
の
議
員

発
議
に
よ
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
議
員
が
議
案
を
出
し
議

員
が
審
査
し
ま
す
。
通
常
の
審
議

と
は
違
い
ま
す
。

　
諸
事
情
に
よ
り
仕
方
な
い
歯
痒

い
も
の
で
し
た
。

　

本
来
の
地
方
議
会
の
基
本
に

還
り
議
員
同
士
が
ひ
と
つ
に
成

り
職
責
を
果
た
し
て
い
け
る
よ

う
に
地
域
社
会
の
現
状
が
大
き

く
変
化
し
て
も
安
全
で
住
み
よ

い
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
に
最
善

を
つ
く
し
ま
す
。

中
川
裕
之

議
会
の

議
会
の

　　    

動
き
動
き

（R8.3.6 ～ 6.3）

◆
左
記
の
平
生
町
議
会
の
本
会
議
、
各
委

員
会
、
ま
た
全
員
協
議
会
は
傍
聴
で
き
ま

す
。

◆
議
場
と
委
員
会
室
は
、
役
場
１
号
棟
３

階
に
あ
り
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
直
接
３
階
の
議
場
ま
た
は
委
員
会
室

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
傍
聴
届
に
必
要
事

項
記
入
後
、
傍
聴
席
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

議会広報広聴調査
特別委員会

委員長：原真紀　
副委員長：細田留美子
委　員：中川裕之
　　　　中本敦子
　　　　中村一幸
　　　　長尾忠明

発行/平生町議会　〒742-1195 熊毛郡平生町大字平生町210-1　TEL 0820-56-7110
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX 0820-56-7109
発行責任者/中村　武央　　Email　gikai1@town.hirao.lg.jp
                                     編集/議会広報広聴調査特別委員会
印刷/中村印刷株式会社

令和 8 年９月定例会　会期（予定）

日 月 火 水 木 金 土
6 7 8 9 10 11 12

本会議
13 14 15 16 17 18 19

本会議 決算
委員会

決算
委員会

総務厚生
委員会

産業文教
委員会

20 21 22 23 24 25 26

敬老の日 国民の休日 秋分の日 本会議

＊本会議・委員会ともに9:00開会です。	
＊日程が変更となる可能性がありますので、議会事務局までお問い

合せください。

傍
聴
に
行
こ
う
!!

３階本会議場の傍聴席

そうだ!!
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